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2024/11/17 

ルカの福音書 講解メッセージ㉛ 

『ルルカの福音書 12 章 23-53 節 神を信頼せよ』 

 

「 それから弟子たちに言われた。「だから、わたしはあなたがたに言います。

いのちのことで何を食べようかと心配したり、からだのことで何を着ようか

と心配したりするのはやめなさい。いのちは食べ物よりたいせつであり、か

らだは着物よりたいせつだからです。」（ルカ 12:22-23） 

 

イエス様は、弟子たちに向かって語られました。弟子たちとは、クリスチャンであ

る私たちのことです。なぜこのように語られたのでしょうか。それは、私たちを生か

しているのは神であるという前提があるからです。私たちは神のいのちによって造ら

れ、神によって生かされています。だからこそ、私たちが本当に気にかけるべきこと

は、何を食べるか、何を着るかではなく、私たちを生かしてくださっている神との関

係なのです。 

 

「 烏のことを考えてみなさい。蒔きもせず、刈り入れもせず、納屋も倉もあり

ません。けれども、神が彼らを養っていてくださいます。あなたがたは、鳥

よりも、はるかにすぐれたものです。あなたがたのうちのだれが、心配した

からといって、自分のいのちを少しでも延ばすことができますか。こんな小

さなことさえできないで、なぜほかのことまで心配するのですか。 

しかし、きょうは野にあって、あすは炉に投げ込まれる草をさえ、神はこ

のように装ってくださるのです。ましてあなたがたには、どんなによくして

くださることでしょう。ああ、信仰の薄い人たち。何を食べたらよいか、何

を飲んだらよいか、と捜し求めることをやめ、気をもむことをやめなさい。

これらはみな、この世の異邦人たちが切に求めているものです。しかし、あ

なたがたの父は、それがあなたがたにも必要であることを知っておられま

す。」（ルカ 12:24-26,28-30） 

 

自分にできないことをあれこれ心配するよりも、大切にすべきことがあります。そ

れは、神様と交わり、豊かな関係を築くことです。神様と関係を築くことができるの

は、永遠のいのちを持っているからです。クリスチャンは、すでに永遠のいのちを与

えられています。永遠のいのち以上に大切なものはありません。だからこそ、神との

関係に目を向けなさい、とイエス様は語られました。この世の人々は、神との関係が
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回復していないため、自分のことを自分で心配しなければなりません。しかし、クリ

スチャンは違います。神が養ってくださることを知っているからこそ、心配から解放

され、神との関係に集中することができるのです。 

 

「 何はともあれ、あなたがたは、神の国を求めなさい。そうすれば、これらの

物は、それに加えて与えられます。」（ルカ 12:31） 

 

「 神の国を求めなさい」とは、「 神に聞きなさい」ということです。私たちは苦しみ

や問題を抱えると、まず人に聞いてもらおうとします。誰かに話せば楽になるように

思うからです。しかし、人に頼るだけでは、苦しみはむしろ増えてしまいます。苦し

みの本当の原因は、人や環境ではなく、神に近づけない心の状態にあるからです。 

だからこそ、苦しみは神のもとに持っていき、神に聞くことが大切です。苦しいと

きに聞く神の言葉は、知識では終わりません。あなたの中で本物として働きます。苦

しみのときこそ、神の言葉を最も深く食べることができるのです。 

人はなぜ苦しむのでしょうか。私たちは神によって造られ、神に生かされています。

そして神は、私たちと一つになることを願い、絶えず距離を縮めようとしておられま

す。これが愛です。本来、神の方向に向かって生きるなら、心は平安で満たされます。

しかし罪が入り込んだことで、私たちは見える世界に心を奪われ、 ここに幸せがあ

る」と誘われるようになりました。しかし、それは偽りです。その偽りを信じてしま

うと、神が引き寄せようとする方向とぶつかり、心が引き裂かれるように感じます。

これが苦しみであり、不安です。 

ですから、苦しみの原因は人でも環境でも過去でもありません。神に近づけない心

の状態こそが、苦しみの源なのです。多くの苦しみは人間関係から生じているように

見えますが、その根本には 人を愛せない心」があります。人を愛せないということ

は、神の方向に向かっていないということです。しかし人はその原因に気づかず、 自

分は精一杯やっている」と思ってしまいます。けれど神は 無条件で愛しなさい」 裁

いてはならない」と語られます。私たちはそれができず、神の言葉に逆らうために苦

しむのです。 

「 神の国を求める」とは、神との距離を縮めることです。クリスチャンはすでにその

方向を知っています。永遠のいのちをいただき、神の国を心に与えられているからで

す。それで、神との距離を縮めて生きなさい、とイエス様は弟子たちに語られました。 

 

「 小さな群れよ。恐れることはない。あなたがたの父は、喜んであなたがたに

御国をお与えになるからです。」（ルカ 12:32） 
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「 国国を与える」とは、神様との関係がますます豊かになっていくという意味です。

永遠のいのちをもう一度与えるという意味ではありません。すでに与えられた永遠の

いのちが、ますます豊かになっていくということです。つまり、神様との関係が深ま

り、信頼が増し、親しい友のようになっていくということです。 

イエス様は、こう語られました。 

 

「 盗人が来るのは、ただ盗んだり、殺したり、滅ぼしたりするだけのためです。

わたしが来たのは、羊がいのちを得、またそれを豊かに持つためです。」 

「（ヨハネ 10:10） 

 

永遠のいのちとは、神との関係が回復することです。そして それを豊かに持つ」

とは、その関係が深まり、信頼が増していくことです。神様は、ただ 知っている」

だけの関係ではなく、友と呼べるほど近い関係になってほしいと願っておらるのです。 

すでに神の国に入れられた私たちは、さらにその国を求め、ローマ書にある 信仰

から信仰へ」という言葉の通り、神を知る信仰から、神を深く信頼する信仰へと進み

なさい、と招かれています。それが、永遠のいのちを豊かにするということです。 

しかし、神様との関係を深めようとすると、必ず邪魔が入ります。そのためイエス様

は続けてこう語られました。 

 

「 持ち物を売って、施しをしなさい。自分のために、古くならない財布を作り、

朽ちることのない宝を天に積み上げなさい。そこには、盗人も近寄らず、し

みもいためることがありません。あなたがたの宝のあるところに、あなたが

たの心もあるからです。」（ルカ 12:33-34） 

 

これは、お金そのものを否定しているのではなく、お金に心を置く生き方を捨てな

さいという意味です。私たちはどうしても、見えるものに心の拠り所を置いてしまい

ます。しかし、見えるものに心を置く限り、神様との距離は縮まりません。 

だからイエス様は あなたの宝があるところに、あなたの心もある」と言われたの

です。 

 

「 腰に帯を締め、あかりをともしていなさい。」（ルカ 12:35） 

 

帯とは国言葉、あかりとはキリストです。国言葉をしっかり握り、キリストを見つ
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めて歩みなさいという招きです。 

 

「 主人が婚礼から帰って来て戸をたたいたら、すぐに戸をあけようと、その帰

りを待ち受けている人たちのようでありなさい。帰って来た主人に、目をさ

ましているところを見られるしもべたちは幸いです。まことに、あなたがた

に告げます。主人のほうが帯を締め、そのしもべたちを食卓に着かせ、そば

にいて給仕をしてくれます。主人が真夜中に帰っても、夜明けに帰っても、

いつでもそのようであることを見られるなら、そのしもべたちは幸いです。」 

「（ルカ 12:36-38） 

 

イエス様は、私たちを天に引き上げるために必ず帰って来られます。私たちはもう

永遠のいのちを持っていて、霊の体を着せられています。ですから、肉体が朽ちるそ

の瞬間、「キリストが迎えてくださるというのが聖書の約束です。 

だから、死を恐れる必要はありません。クリスチャンにとって死とは、古い自分を

脱ぎ捨て、キリストに引き上げられる時です。いつその時が来ても良いように、心を

神に向けて生きる人は幸いです。 

 

「 このことを知っておきなさい。もしも家の主人が、どろぼうの来る時間を知

っていたなら、おめおめと自分の家に押し入られはしなかったでしょう。あ

なたがたも用心していなさい。人の子は、思いがけない時に来るのですから。」 

「（ルカ 12:39-40） 

 

もしいつこの世の死を迎えるかがわかっていれば、私たちは必死に国言葉を求める

でしょう。しかし、実際にはその時はわかりません。だからこそ、心に 泥棒」が入

り込んで惑わされないよう、日々心を神に向けていなさいという教えです。 

 

「 そこで、ペテロが言った。「主よ。このたとえは私たちのために話してくだ

さるのですか。それともみなのためなのですか。」主は言われた。「では、主

人から、その家のしもべたちを任されて、食事時には彼らに食べ物を与える

忠実な賢い管理人とは、いったいだれでしょう。主人が帰って来たときに、

そのようにしているのを見られるしもべは幸いです。わたしは真実をあなた

がたに告げます。主人は彼に自分の全財産を任せるようになります。」 

「（ルカ 12:41-44） 
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忠実な賢い管理人とは、神の言葉を食べ、そして人にも与える人です。苦しむ人に、

あなたが慰められた国言葉を語るなら、神様はますます国言葉を託してくださいます。

愛を流す人には、神はさらに愛を注がれます。しかし、流さずに溜め込む人には、供

給は止まります。 

苦しみの時に神のことばを食べ、あなたの周りの苦しむ人にその言葉を伝えていく

こと、これが 神を愛し、人を愛する」生きかたです。そうすることで、神様との距

離はますます縮まっていくのです。 

 

「 ところが、もし、そのしもべが、『主人の帰りはまだだ』と心の中で思い、

下男や下女を打ちたたき、食べたり飲んだり、酒に酔ったりし始めると、し

もべの主人は、思いがけない日の思わぬ時間に帰って来ます。そして、彼を

きびしく罰して、不忠実な者どもと同じめに会わせるに違いありません。主

人の心を知りながら、その思いどおりに用意もせず、働きもしなかったしも

べは、ひどくむち打たれます。」（ルカ 12:45-47） 

 

主人の帰りが遅いと思い込み、好き勝手にふるまい始めるしもべのたとえが語られ

ています。たとえですから、この話を通して、イエス様は何を語っておられるのかを

読み取らなければなりません。 

クリスチャンの生き方には、大きく分けて二つの方向があります。一つは、神の言

葉を食べ、その言葉を人に伝えていく生き方です。もう一つは、神の言葉を受け取っ

たにもかかわらず、心の拠り所を世の中の安心に置き続け、古い生き方をそのまま続

けてしまう生き方です。 

イエス様との関係が回復し、神のことばを少しは食べていても、その関係が豊かに

なっていないと、心には以前と同じように平安がなく、何をしても虚しく、満たされ

ません。イエス様が 厳しく罰する」「 どどくむち打たれる」と言われたのは、故意に

罰を与えるという意味ではなく、平安がないということです。 

クリスチャンになれば自動的に平安が来るのではなく、どちらの方向に舵を切るか

で、それは決まります。 

 

「 しかし、知らずにいたために、むち打たれるようなことをしたしもべは、打

たれても、少しで済みます。すべて、多く与えられた者は多く求められ、多

く任された者は多く要求されます。」（ルカ 12:48） 

 

「 多く与えられた者は多く求められる」とは、神の言葉を知れば知るほど、神の方向
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に向かわない時の虚しさは大きくなります。第一コリントには、幼子のクリスチャン

と大人のクリスチャンという区別が書かれています。幼子のクリスチャンは、嫉妬や

妬み、争いに心を奪われます。見えるところに安心を求めるからです。しかし、大人

のクリスチャンは、神の言葉をよりどころとするので、そうしたものから自由になり

ます。 

神のことばを食べることを途中でやめてしまうと、苦しみは以前よりも大きくなり

ます。ペテロがイエスを三度否んだ時の激しい苦しみがその象徴です。人を恐れて、

イエス様のことを知らないと言ったペテロですが、その後に襲ってきた苦しみは、彼

がイエス様と深い関係を持っていたからこそ大きかったのです。 

 

「 わたしが来たのは、地に火を投げ込むためです。だから、その火が燃えてい

たらと、どんなに願っていることでしょう。」（ルカ 12:49） 

 

神の言葉を語り始めると、火が燃え上がるように迫害が起きるということです。神

の言葉は光であり真理ですから、この世では嫌われることがあります。 

それでも、語り続けることをイエス様は願っておられるのです。 

 

「 しかし、わたしには受けるバプテスマがあります。それが成し遂げられるま

では、どんなに苦しむことでしょう。あなたがたは、地に平和を与えるため

にわたしが来たと思っているのですか。そうではありません。あなたがたに

言いますが、むしろ、分裂です。今から、一家五人は、三人がふたりに、ふ

たりが三人に対抗して分かれるようになります。父は息子に、息子は父に対

抗し、母は娘に、娘は母に対抗し、しゅうとめは嫁に、嫁はしゅうとめに対

抗して分かれるようになります。」（ルカ 12:50-53） 

 

私が受けるバプテスマとは、十字架のことです。十字架の死までの間は、国言葉を

語り続けるため、迫害を受けて苦しむことになります。 

私たちも同じです。イエス様ご自身が迫害を受けたように、神の言葉を語ると迫害

が起きます。国言葉を語れば、家族の中にさえ、分裂が起きることがあります。しか

し、それは真理が働いている証拠でもあります。最初は反発があっても、真理は必ず

人を変えます。光は必ず闇に勝利します。 

ですから、勇気を持って神の言葉を語り続けましょう。家族や友人が救われること

を祈り続けましょう。神の言葉は、時が来れば必ず実を結びます。 
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あなたのいのちを支え、あなたを生かしているのは神様です。だから、神様が こ

ちらに向かいなさい」と語るその声に従って、舵を切って生きましょう。そうすれば、

平安が与えられます。 

迫害や苦しみは避けられないものですが、迫害や苦しみの時こそ、神の言葉を食べ

ることができ、深く心に入ってきて、さらに深い平安が与えられます。ですから、キ

リスト教の歴史は迫害の歴史でありながら、同時に神の言葉が力強く広がっていった

歴史でもあるのです。 

苦しい時には神の言葉を食べ、苦しむ人にはその言葉を語りましょう。そこに、神

との距離が縮まり、いのちが豊かになる道があります。 

 


